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‐actin，CXCR4，integrin，collagen type IVが関与することが明らかになった。 
 















た能動的な移動をする際に認められる CXCR4タンパク質の相同タンパク質、xCXCR4 タンパク質が stage24
以降のpPGCには検出されることも独自に作成した抗体を用いて明らかにした。また、F-actinの形成に不
可欠なβ1インテグリンやコラーゲンタイプIVも、それぞれpPGCの細胞膜やpPGCの周囲に検出された。 
 以上の結果から、今まで不明であったpPGCの移動が後期神経胚期を境として受動的なものから能動的なもの
に転換すること、また、能動的な移動に少なくともpPGCのF-actin、xCXCR4やβ1インテグリンおよび細胞外
基質のコラーゲンタイプIVが関与することが示された。よって、本研究はpPGCの内胚葉細胞塊中の移動の様
式とその分子機構を明らかにすることにより、細胞移動の機構の解明に大きく寄与したと評価でき、博士（理
学）の学位を授与するに値すると審査した。 
 
